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初等・中等教育の再構築

① 持続可能な未来を考えるための知識や技能の習得と

問題解決能⼒の育成

② ユネスコスクールと⼤学との連携システムの充実と活⽤

③ 優れた才能や個性を有する⽣徒の国際⽔準の知識や

技能の育成

⽇本学術会議
「持続可能な未来のための教育と⼈材育成の推進に向けて」

における提⾔
2014(平成26)年9⽉11⽇
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「21世紀型能⼒」のイメージ
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学習指導要領
⼩学校理科 ⽬標

⾃然に親しみ、⾒通しをもって観察、実験などを⾏い、

問題解決の能⼒と⾃然を愛する⼼情を育てるとともに、

⾃然の事物・現象についての実感を伴った理解を図り、

科学的な⾒⽅や考え⽅を養う。

学習の前提

資質・能⼒

学習の⽅法

知識・理解

具体的な能⼒・態度



学習指導要領
⼩学校理科 第5学年 ⽬標（１）

物の溶け⽅、振り⼦の運動、電磁⽯の変化や働きをそれらにかかわる

条件に⽬を向けながら調べ、⾒いだした問題を計画的に追究したりも

のづくりをしたりする活動を通して、

物の変化の規則性についての⾒⽅や考え⽅を養う。

「A（内容）」について、「B（学習活動）」を通し
て学習し、「C（資質・能⼒）」を育てる

内容

学習活動

重要概念 資質・能⼒

構造化すると



理科における能⼒育成

• （第3学年）⾃然の事物・現象を⽐較する能⼒

• （第4学年）変化の要因を関係付ける能⼒

• （第5学年）観察・実験などを計画的に⾏う
条件制御の能⼒

• （第6学年）要因や規則性、関係性を推論する能⼒

• （ 中学校 ）分析・解釈する能⼒

⇒科学的・汎⽤的な能⼒の育成



◎専⾨的な知識と技能
の深化、総合化を図り、
より⾼度な思考⼒、判
断⼒、表現⼒の育成を
図る

⾼等学校 数学と理科を基盤とした新科⽬案

【諮問⽂】より⾼度な思考⼒・判断⼒・表現⼒等を育成するための
新たな教科・科⽬の在り⽅について検討

数 理 探 究（仮称）
SSHにおける取組み事例なども参考にしつつ、数学と理科の知識や技能を

総合的に活⽤して主体的な探究活動を⾏う新たな選択科⽬

数 学 理 科
（物理・化学・⽣物・地学）

○従来の数学と理科
で求められていた資
質・能⼒を統合した
科学的な探究能⼒の
育成を図る

○課題に徹底的に向
き合い、考え抜いて
⾏動する⼒の育成を
図る

資
質
・
能
⼒

新
科
⽬
案

教育課程企画特別部会 論点整理 補⾜資料(⼀部編集)



●⽇本の動向と世界の動き
を関連付けて捉える。
●近現代における、歴史の
転換等を捉えた学習を中⼼
とする。
●歴史の転換の様⼦を捉え
る「継続と変化」、因果関
係を捉える「原因と結果」、
特⾊を捉える「類似と差
異」などの、歴史の考察を
促す概念を重視する。
●歴史の中に「問い」を⾒
出し、互いの考えを交流す
るなど、歴史の学び⽅を⾝
に付ける。

⾼等学校 社会科の新科⽬案

歴史総合(仮称) 地理総合(仮称) 公共(仮称)

●地図や地理情報システム
などの汎⽤的な地理的技能
の育成。
●位置と分布、場所、地域
などの概念を捉える地理的
な⾒⽅や考え⽅の育成。
●グローバルな視点からの
地域理解と課題解決的な学
習の展開。
●持続可能な社会づくりに
関わる資質・能⼒を育み、
以降の地理学習等の基盤を
形成。

●地域社会の構成員となるこ
と
●⾃⽴した⽣活を営む主体及
び家族の構成員となること
●政治的主体となること
(主権者、有権者…)
●法的主体となること
●経済的主体となること
(⽣産者、消費者、労働者…)
●様々な情報を発信・受信す
る知的主体となること
●倫理的主体となること
●持続可能な社会づくりに向
けた役割を担う主体となるこ
と

教育課程企画特別部会 論点整理 補⾜資料(⼀部編集)
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ご清聴ありがとうございました。
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